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株式会社 LIFULL （2120） 

2021 年９月期第２四半期 決算説明会[オンライン開催] 要旨・質疑応答 

 

日時・場所： 2021 年５月 14 日(金) 午前 11：00～12：00 オンライン説明会 

当社登壇者： 代表取締役社長 井上 高志 

 取締役 執行役員 山田 貴士（AI 戦略室長） 

 取締役 執行役員 伊東 祐司（LIFULL HOME’S 事業本部長） 

 執行役員 筒井 敬三（社長室長） 

 執行役員 羽田 幸広（人事本部長） 

 執行役員 川嵜 鋼平（クリエイティブ本部長） 

 執行役員 福澤 秀一（グループ経営推進本部長） 

参加者数： 延べ 41 名 

 

登壇者：井上 

■本日のポイント 

1. 2021 年 9 月期第２四半期 決算 

 売上収益 17,852 百万円（前期比（以下同）－6.9％）。営業利益 1,824 百万円（－25.2％） 

 セグメント別収益では、新型コロナウイルス感染症の拡大影響により HOME’S 関連 13,607

百万円（－4.9％）、海外 3,206 百万円（－17.7％）と減収だが、足元では回復基調が継続。 

2. 国内 HOME’S 関連事業 

 顧客数は 27,953 と順調に増加、ARPA は売上減少と顧客数拡大により 79,622 円に減少 

 メディア力向上を目指して、複合的なプロモーション、新機能リリース等を行っており、トラ

フィック数、問合せ数等の足元の指標は拡大を継続している。 

3. 海外事業 

 南米と東南アジア地域で展開しているポータルの顧客に、LIFULL CONNECT の複数サイト

に一括で物件掲載・問合せの一元管理ができる管理ツール「Proppit」の提供を開始。 

4. LIFULL グループの経営の考え方 

 社是の「利他主義」を根幹として、ソーシャルエンタープライズ、社会課題解決型企業として、

事業を通して世の中の社会課題を解決し、我々自身の事業拡大を目指していく。 

 

■2021 年９月期第２四半期の決算情報 

 新型コロナウイルス感染症の影響が出てから１年強たったが、ワクチン等の対応策も進んでおり、事業環

境はある程度コントロール可能な状況になってきていると感じている。主力の HOME'S 関連事業を中心に

足元では回復基調が続いている。対面が自粛される世の中になり、不動産業界でもオンライン化や DX（デ

ジタルトランスフォーメーション）が急ピッチで進んでいることが、我々には追い風になっている。主力事業や

新規事業も含めて、収束して環境が変わった際に打って出られるよう、ビジネスモデルの進化等へ引き続き

投資を行っている。 

 

[簡易損益計画書] 2021 年 9 月期第 2 四半期までの売上収益は、国内事業の回復が寄与して 17,852 百万円

と－6.9％（昨年同期比、以下同）まで回復してきた。 

販管費は売上等の状況を見ながらコントロールしており 13,856 百万円（－3.9％）。主な内訳として、人
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件費は、株式会社 LIFULL 単体のベースアップとこれによる法定福利費の増加等により 4,347 百万円（＋

5.3％）。広告宣伝費は、国内では積極的な投資を行っているが、海外では地域によりまだ感染症拡大影響

が続いており大幅に削減したため 5,740 百万円（－10.9％）。営業費はオンラインツールの活用で大幅に

削減できているため 183 百万円（―37.5％） 

 

[セグメント別売上収益・セグメント別損益]  セグメント別収益では、感染症拡大の影響により HOME'S

関連は 13,607 百万円（－4.9％）、海外は 3,206 百万円（－17.7％）と減収になっているが、足元では回復

基調が継続している。 

 セグメント別損益では、HOME’S 関連は人件費のベースアップ等の影響により 1,524 百万円（－33.2％）

と減益、海外はコストコントロールと開発人件費の振替があり 734 百万円（＋87.3％）。 

 

 [財政状態計算書とのれんの状況]  流動資産は現預金が 18 億円減少し 221 億円。流動負債は、短期借入

金、未払法人税・消費税、賞与引当金等により 16 億円減少し、144 億円。これらの結果、資本合計は 16 億

円増加し 35,326 百万円となった。主要なのれん及び償却性資産の状況は、説明資料 P5 に記載の通り。 

 

[キャッシュ・フローの状況] 賞与、税金、配当の支払い等により、現金及び現金同等物は前期末より 18

億円減少し、141 億円となった。 

 

[2021 年 9 月期の業績予想と進捗状況]  業績予想に対する進捗では、売上収益は 46.4%と折り返し地点と

しては若干遅れているが、足元では回復基調が継続しており、下半期の反転を期待している。販管費はコン

トロールしており 46.1%、営業利益は 53.1％、親会社の所有者に帰属する当期利益は 51.7％。サービス別

売上収益では、HOME’S 関連 46.1％、海外 50.7％、その他 38.9％の進捗となっている。 

 

■事業の状況 

＜HOME’S 関連事業＞ 

 HOME’S 関連事業では、重要指標の顧客ネットワークの拡大と、ARPA（Average Revenue Per Agent 、

1 顧客あたり売上高）向上の掛け算で、事業を拡大しようとしている。 

 コロナ影響下でも、オンラインを中心とした営業活動により加盟店数は増加し、27,953 店（2020 年 10 月

～2021 年 3 月の 6 ヶ月の平均値、以下同）まで拡大している。ARPA は顧客数拡大もあり 79,622 円と昨年

を下回っているが、足元の業績拡大と共に反転を期待している。 

 

 創業時より、より大量な情報の中から、1 人ひとりがぴったりの住まいを探してほしい、という願いで事

業を行っており、新たに、今の部屋を基準に「叶えたい条件で探す」機能、使い慣れた LINE で新着物件通

知を受け取れる機能を追加している。ユーザーの利便性が向上することで、お気に入り物件の登録率やコン

バージョンレートにおいて、通常検索より高い効果が出ている。 

 

 メディア力強化を目指し、テレビ・インターネットを中心に複合的に色々な形でプロモーションを行うこ

とで LIFULL HOME’S の認知度を高めようとしている。 

テレビコマーシャルは、通常１～３月の繁忙期に集中的にやっていたものを、11 月からエリアを広げ

て過去最長で行っている。YouTube 動画もヒットがあり、プレスリリースの「LIFULL HOME'S 住みた

い街ランキング」は、コロナ禍のニューノーマルで注目が集まり、メディア露出が過去最大級となった。 
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第２四半期期中にも緊急事態宣言の発出があったが、LIFULL HOME’S の自然流入によるトラフィック

は 39.8％と大幅に増えており、問合せ数も 13.8％増加した。クライアントへの提供価値が拡大しており、

下半期に期待している。 

 

重 点 施 策 で あ る オ ム ニ チ ャ ネ ル 戦 略 の 進 捗 は 、「 LIFULL HOME'S 住 ま い の 窓 口 」

（https://www.homes.co.jp/counter/）の相談件数が昨対比で約 1.5 倍と大きく成長している。これまでは首都

圏中心に行っていたが、関西地方に３店舗をオープンし、関西在住の方からの相談も増加している。利用者

満足度 99.4％と大変高い状況で、引き続き、面を増やして数も増やしていくので、ご期待いただきたい。 

 

不動産業界の DX も追い風になっており、物件検索だけではなく、オンラインで相談したり、部屋の内見

をしたり、重要事項説明を受けて手続きをしたりすることも可能になっている。これまで賃貸領域だけで解

禁されていた重要事項説明は 4 月から売買領域でも行えるようになり、住まい探し・住み替えがオンライ

ンでより手軽に便利に行える世の中になってきている。その背景もあり、LIFULL HOME’S LIVE を使った

重要事項説明の件数は 67.4%と大幅に成長している。 

 

住まい探し領域の社会課題解決として、「フレンドリー・ドア」という、高齢者・外国人・LGBTQ＋・生

活保護利用者、シングルマザー・ファザー、被災者等の方々に、親身になって住まいを探してくれる不動産

会社を検索し、問合せを行えるサービスを提供している（https://actionforall.homes.co.jp/friendlydoor）。セミナ

ー開催等を通じて多くの不動産会社にご協力を頂き、2,700 店舗以上（2021 年 3 月現在）と拡大している。

引き続き、業界をより良くし、ユーザーに寄り添うサービスを展開していきたい。 

 

＜海外事業＞ 

 海外では感染症の拡大影響は日本以上だが、売上収益は緩やかに回復が継続している。利益率を意識しな

がらコストコントロールを行っており、利益額が大幅に伸びている。 

集客力も順調に拡大しており、有料集客比率を下げながら、自然流入数は＋11.6％と大幅に増えている。 

 LIFULL CONNECT は、過去の企業統合や M&A により、Trovit、Mitula、Nestoria、Nuroa 等のアグリ

ゲーションサイトと、icasas、Dot Property、Hipflat 等のポータルサイトの双方で、グローバルネットワー

クを広げている。 

 ポータル事業では、顧客数＋22.0%、掲載件数は 50％近く伸びており、コロナ影響はあるが利用者数も

19.5%伸び、それに伴って問合せ件数も 15.7%増加と非常に良いサイクルが続いている。 

 

これまで、複数サイトが併存している状況が課題だったが、事業者向けに「Proppit」という管理ツール

の提供を開始した。LIFULL CONNECT が持つ複数サイトに一括で物件掲載ができ、各サイトからの問合

せを一元管理できる。より簡単な管理で広い面に掲載し、多くの問合せを獲得して、追客できるシステムの

提供がスタートしている。利用事業者では、情報閲覧数が 6 倍、問合せ数 3.5 倍と効果がでている。中南米

で 23％、東南アジアでは７％の顧客に利用頂いており、エリア内の顧客へ利用を拡大していきたい。 

 

＜その他重点領域における進捗＞ 

地方創生領域では「LivingAnywhere Commons」の拠点開設を進めており、今期末までには現在の 14 か

所から 25 拠点に拡大を行う予定。リモートワークの推進により利用ニーズが拡大し、利用者数は昨対比７

倍以上になっており、内閣府の地方創生テレワーク推進に向けた検討会議でも先行事例として取り上げて

いただいている。 

https://www.homes.co.jp/counter/
https://actionforall.homes.co.jp/friendlydoor
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シニア領域では、子会社の LIFULL senior で、介護施設の入所者からの買い物代行を簡単にする「買

い物コネクト」という事業者向け新サービスを開始した。他にも、新たな高齢者市場に向けた事業の追加

を検討している。 

 

■LIFULL グループの経営の考え方 

 我々は「公益志本主義」を根幹に、マルチステークホルダーに対して、社是である「利他主義」を実践し

ていこうとしている。 

 2020 年に従業員のウェル・ビーイング向上に注目して、新しい勤務ルールの導入、ベースアップなど迅

速に対応してきたこと等から、リンクアンドモチベーション主催の「ベストモチベーションカンパニーアワ

ード」で 3 位を受賞することができた。 

 

 今後も、ソーシャルエンタープライズ、社会課題解決型企業として、事業を通して世の中の社会課題を解

決し、たくさんの LIFE を FULL にしながら、我々自身も発展していきたいと考えており、引き続きご支援

いただきたい。 

 

 

 

◆◆◆  質疑応答 ◆◆◆ 

※正確性を期すため加筆・修正しております。当日の模様はコーポレートサイトに掲載しております動画をご覧ください。 

 

Q１）海外事業の売上がコロナ前水準に回復する時期と、回復後の持続的な売上成長率を何％程度期待され 

ているか。 

 

A１：筒井）コロナ状況は国別に様々で、アメリカではワクチンの効果が出てきていたり、フランスでは感

染者数は下がっているもののまだ２万人を超えていたり、非常に読みづらい。現状は保守的に見ているが、

来期後半から再来期にはコロナ影響前の状況に戻ると考えている。成長率も元々あった２桁はいくだろう

と考えている。今後も状況を注視しながらコストコントロールも行い、収束した国から積極的に売上を伸ば

していきたいと考えている。 

 

A１：井上）60 カ国超でサービス展開をしているので、国ごとの状況が異なり、時期は不確実だが、収束し

てきた際には 20％前後の成長のポテンシャルは十分あると考えている。 

 

Q２）国内 HOME'S 事業の ARPA 上昇はどのように達成されるか。送客や送客単価がメインになるのか、

営業力のてこ入れによる高額掲載課金の受注促進なのか、現状の優先度を教えて頂きたい。 

 

A２：伊東）顧客数が順調に伸びている要因は２つ。１つは全国に数百店舗を構える大手様の入会があった

こと。もう１つは、会員数拡大のため商品を限定した安価な特別プランをリリースして幅広く受け入れられ

ていること。導入のための安価なプランのため APRA の押し下げ要因になっており、押し下げ幅の半分ほ

どはこの影響とみている。残り半分は、既存顧客の一部の広告費の抑制や、市場で売買物件を中心に売れ行

きが好調のため在庫数が減っていること等の影響とみている。足元は回復基調にあり、物件の戻りと営業活

動によって ARPA は伸ばしていけると考えている。 
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Q３）オンライン重説等、送客以外の加盟店向けサービスのマネタイズ余地をどうみられているか。 

 

A３：伊東）事業の根幹はマッチングビジネスであり、こちらをメインに伸ばしていく考えは変わりない。 

ご質問いただいたように、今後、不動産業界の DX が進むことによって、業務支援の領域、不動産会社の業

務を効率化するようなツールやサービスの需要も高まってくると思っている。子会社の LIFULL Marketing 

Partners でインターネット広告の取次を行う代理店事業をしているが、こことの営業のシナジーも期待し

て、ARPA の拡大や売上の向上に繋げていきたいと思っている。 

 

Q４）LIFULL HOME’S の第２四半期の期間中の賃貸・売買別の問合せ状況について教えて頂きたい。 

 

A４：伊東）詳細は非開示とさせて頂いているが、市場では売買領域の成長度合いが非常に強いというとこ

ろが数字にも出てきている。賃貸も足元では強い数字が出てきており、徐々に回復傾向と感じている。 

 

Q５）色々な施策を打っているので、コロナ収束後、反転を楽しみに期待してほしいということだが、会社

全体として何が変わるのか。シェアを拡大していくのか、売上高なのか、営業利益率なのか、投資家は何を

期待して待てばよいか教えて頂きたい。 

 

A５：井上）2025 年９月期までの中期経営計画の中で、売上高・シェアを拡大し、営業利益率 20％程度は

確保していきたいと考えている。主力事業の LIFULL HOME’S をさらに進化させるため投資をしており、

投資内容の詳細は競合戦略上お知らせできないが、この投資が 1 年後・2 年後・3 年後に花を開き、4 期目、

5 期目辺りで達成していければと考えている。売上高、シェア、利益率といったところをご期待頂ければと

思う。 

 

Q６）ARPA は既存顧客では低下しているのか。また、買収した不動産投資領域の健美家のサイトについて、

収益貢献、シナジーについてアップデートをお願いしたい。 

 

A６：伊東）質問２の回答と重複するが、ARPA 押し下げの要因は、１つは顧客数拡大、もう１つは既存顧

客の一部広告費の抑制が影響しているとみている。足元は徐々に回復しており、今後、営業活動を含めて上

げていく活動をしたいと考えている。 

健美家とのシナジーは、まさに今進めているところ。サイトとしては、健美家、LIFULL HOME’S 不動産

投資、両方非常に力強く成長している。社内でシナジーのプロジェクトも立ち上げ、営業活動やサイト上の

シナジー、コンテンツのシナジー等、色々打ち手を考えて、まさにこれから行っていこうと考えている。 

 

 

以 上 


